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第１学年 算数科学習指導案 （習得）

平成 年 月 日（ ） 第 校時

１ 単元名 たしざん

２ 単元の目標

○数の構成の仕方を工夫しようと考えたり，進んで計算に取り組んだりする。（関心・意欲・態度）

○２０までの数の構成や１０の補数に着目して計算の仕方を考え，ブロック等を用いて説明するこ

とができる。 （数学的な考え方）

○１位数どうしの繰り上がりのある加法計算ができる。 （表現・処理）

○１位数どうしの繰り上がりのある加法計算の仕方を理解する。 （知識・理解）

３ 指導計画（全１１時間）

次 時 型 主な学習内容 主な評価規準

１
１

活

用

９＋４の計算の仕方をブロックを使っ

て考える。

(考）繰り上がりの計算の仕方について，１０

のまとまりをつくることに着目して考え

ている。

２
習

得

被加数が９の場合の計算に取り組み，加

数分解による計算の仕方をまとめる。

(知）加数分解による計算の仕方をブロックで

操作し，計算図にすることができる。

３

本

時

習

得

８＋３の計算の仕方を考え，被加数が８

の場合の計算を加数分解の方法で練習

する。

(知）被加数が８の場合でも，１０のまとまり

をつくればよいことを理解している。

４
習

得

７＋６の計算の仕方を考え，繰り上り

のある加法(被加数７～９)の計算練

習をする。

(知）被加数が７の場合でも，１０のまとまり

をつくればよいことを理解している。

(表) 加数分解による計算が確実にできる。

２
１

活

用

３＋９の計算の仕方を考え，被加数を

分解して計算する方法を知る。

(考) 被加数，加数の大小に着目しながら１０

のまとまりをつくることを考えている。

２
習

得

被加数が加数より小さい場合の計算を

被加数分解の方法で練習する。

(知) 被加数分解による計算の仕方を理解して

いる。

３
習

得

繰り上がりのある加法計算で加数分解

と被加数分解の方法を使い分けて計算

する。

(表) 被加数と加数の大きさに応じて，加数分

解と被加数分解の方法を使い分けて，正

しく計算することができる。

４
活

用

具体的な場面を基にして，被加数分解

や加数分解の計算の仕方を表した絵本

をつくる。

(考) 合併や増加の問題文をつくり，ドット図

で被加数分解や加数分解の計算の仕方を

表すことができる。

３
１

習

得

計算カードを使った練習や「かあどあそ

び」をする。

(関) 計算カードを使った練習や「かあどあそ

び」に進んで取り組む。

２
活

用

計算カードを整理して並べ，たし算のき

まりを見付ける。

(考) カードの数字の並び方や同じ答えに着目

して，きまりを見付けることができる。

３
習

得

単元の確かめをする。 (表) 繰り上がりのある１位数どうしの加法計

算が，確実にできる。
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４ 指導上の立場

（１）単元について

本単元は，学習指導要領の内容Ａ(２)「加法及び減法の意味について理解し，それらを用いる

ことができるようにする。」を受けて設定したものである。

加法計算は，これまでに１位数＋１位数，１０＋１位数，１位数での３口の加法等の計算で，

いずれも繰り上がりのない場合を扱ってきた。本単元では，１位数に１位数をたして繰り上がり

のある加法計算の方法について指導する。繰り上がりのある計算は初出であり，次学年以降で学

習する加法の筆算の基礎となるものであるから，計算の仕方を確実に理解させ，それを用いるこ

とができるようにしたい。ここで扱う計算は，被加数，加数ともに１位数であるが，繰り上がる

ところを「１０といくつ」ととらえるところが要点となる。そのためには，被加数や加数の大小

に応じて「１０のまとまり」をどのようにするとつくりやすいかということを判断しなければな

らない。この計算方法には，加数分解や被加数分解などこの他にもあり，児童にとってかなり難

しいことである。

そこで，被加数をみて加数を分解して１０をつくるという，もっとも普遍性のある加数分解の

方法を最初に取り上げる。そして，計算に慣れるに従って１０のつくり方に弾力性をもたせ，被

加数分解を導入していきたい。最終的には，どちらの考えも１０のまとまりをつくろうとしてい

るという意味では同じであるということを確認し，数値によって計算する方法を使い分ければよ

いということを共通理解させるようにしたい。

（２）児童の実態

本学級の児童は，男子５名，女子６名の計１１名である。気分にむらがあったり集中力が途切れ

やすかったりして，個別に支援が必要な児童もいるが，全体的に算数が好きで，具体物を用いた操

作活動や測定やゲームなどの新しいことに興味をもって取り組むことができる。また，約半数の児

童は，積極的に挙手をして，自分が思ったり考えたりしたことを発言することができる。その他の

児童も，ペアでの話合いをしたり友達の考えを聞いたりすることで，自分の思ったことを発言でき

るようになってきている。

既習内容を基に行ったレディネステストでは，１０までの数の合成・分解は，ほぼ全員の児童が

できるようになっている。また，２０までの数についても，「１０のまとまりと端数がいくつ」と

とらえて，合成・分解ができるようになっている。しかし，簡単な場合の２位数の加減計算は，だ

いたいの児童が暗算でできているが，計算ミスをすることも多く，２名の児童は指を使って確認を

することがある。計算の速さや数の構成の理解は個人差が大きいといえる。

本単元の学習では，１０に対する補数を瞬時にとらえることや１０＋１位数の答えを求めること

が不可欠であり，とまどう児童が増えると思われる。そこで，算数ブロックでの操作を通して，

「１０のまとまり」をつくることに繰り返し取り組ませ，全員に計算の仕方をしっかりと理解させ，

習得させたい。

（３）研究テーマとの関連

研究テーマ「学び合い ともに伸びる 子どもの育成～伝え合いを大切にした算数の授業を通

して～」にせまるために，次のことに留意する。

○ 単元全体では

・ ペアで，算数ブロックを操作しながら説明したり計算図に表したりする活動を繰り返すこと

で，繰り上がりのある加法計算の仕方を確実に習得させたい。

・ 計算の仕方を分かりやすく伝えるために，「まず」「つぎに」「さいごに」といった順序を表

す言葉を使いながら説明させるようにする。

・ 前時までの既習事項が，いつでも想起でき活用できるような掲示物を作成し掲示する。

・ 単元計画の第３次では，補充や発展的な問題に取り組む時間を設けるとともに，友達どうし

で問題を出し合ったりペアやグループで計算カードを使った練習やゲームをしたりして，楽

しみながら加法計算の能力を高めていきたい。

「児童の実態」は削除しています。
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○ 本時では

・ ペア活動では，「答えと計算の仕方」，「ブロック操作の手順」，「計算図のかき方」を互いに伝

え合うようにすることで，加数分解による計算の仕方を一人一人に確実に理解させたい。

・ 計算の仕方については，友達の考えを聞き自分の考えをより確かなものにすることができる

ように，児童の発言をつなぎながら，何人にも繰り返し説明させるようにする。

・ 計算の仕方の確かな習得を図るために，適用題や練習問題をする時間を確保する。

５ 本時案（第１次第３時）

ねらい
ブロック操作を基に，被加数が８の計算でも，加数を分けて１０のまとまりをつく

ればよいことが分かる。

学習活動 教師の主な発問と予想される子どもの反応 ○教師の支援 ■個への支援

１ 前時を想

起する。

２ 問題を知

り，めあて

をつかむ。

３ 問題の解

き方を考

え話し合

う。

・１人で

・ペアで

・みんなで

・ペアで

４ 練習問題

をする。

・一人で

・ペアで

○□＋□を計算しましょう。

・□の中は，９かな？８かな？

○前の時間の９＋４の計算の仕方を話

しましょう。

○ブロックを使って，計算しましょう。

・答えは１１だ。

○ブロックを動かしながら，計算の仕

方を紹介しましょう。

（計算図）

○３の分け方に気を付けて，ブロック

でもう一度計算をしましょう。

○８＋５の計算をブロックでして，計

算図にしましょう。

○ペアで答え合わせをしましょう。

○チャレンジ問題Ⅰに挑戦し，できた

人どうしのペアで答え合わせをしま

しょう。

■支援の必要な児童に意図的に指名し，ブロ

ック操作の手順を言いながら一緒に解決

することで意欲をもたせる。

○ポイントの「１０のまとまり」をつくるこ

とと「加数を分けること」を板書し，問題

解決の見通しがもてるようにする。

■操作が進まない児童の支援に行き，「１０

のまとまり」をつくることを想起させなが

ら，一緒にブロックを操作する。

○ペアでお互いのブロック操作を見せ合う

ことで，答えと計算の仕方を確かめさせ

る。

○代表児童に説明をさせ，「どうして３から

２をもってくるのか」など，操作の意味を

問いながら，「１０のまとまり」をつくろ

うとしていることを確認する。

○児童の言葉を使って計算の仕方をまとめ

るとともに計算図も板書し，言葉と計算

図，ブロックの操作と計算図とを結び付け

て理解が深まるようにする。

○ペアでお互いのブロック操作を確認し合

い，３を分けて１０をつくって計算できた

らワークシートに計算の仕方をまとめる

ように指示をする。

○自力解決後，ペアで計算図を確認し合い，

お互いにできたらチャレンジ問題ができ

るようにする。

■解決に手間取っている児童には，計算の手

順を言いながら一緒にブロックを操作す

るとともに，全員のワークシートの見取り

をする。

８＋３のけいさんのしかたをみつ

けよう。

８ ＋ ３＝１１

２ １

10

①

10 をつくるには 8 とあと 2。3 を 2 と 1 にわける。

②

8 と 2 で 10。10 と 1 で 11。
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５ まとめを

する。

６ 学習を振

り返る。

（Ⅰ）８＋４，８＋６，９＋２，

９＋６，８＋７

○今日の学習で，分かったことやがん

ばったこと等を紹介しましょう。

■早くできた人どうしのペアになって答え

合わせができるようにし，全問正解した

ら，チャレンジ問題Ⅱ（けいさんピラミッ

ド）に取り組むように助言する。

○「わがともよ」の視点で振り返り，上手に

伝え合いのできた姿を認めて称揚する。

評 価

【評価基準】

Ａ：チャレンジ問題を計算図や念頭操作で解くことができる。

Ｂ：８＋５の計算をブロック操作と計算図を使って解くことができる。

【評価方法】発言，ワークシートの記述，練習問題

【ワークシート】

８と２で１０のまとまりをつくる

とよい。

【チャレンジ問題Ⅰ】 【チャレンジ問題Ⅱ】


